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座間市の市政を一緒に考えましょう！

問１

問2

確かな一歩の積み重ねで座間市の未来へつなぐ。 答え 問１ ③、問２ ③
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９月議会版

10月17日から引換が始まる、ざ・まごころプレミアム付商品券の申込超過を受
け、発行枚数を増刷するための予算措置がされましたが、その増刷数は？

①2万3000セット ②3万５000セット ③4万7000セット

①令和４年１０月 ②令和５年１月 ③令和５年４月

学校給食費の適正な管理と保護者の負担の公平性を確保するため、公会計
化が始まりますが、導入時期は？

今定例会は令和３年度決算をはじめ、学校給食費
の公会計化を令和５年４月からスタートするための準
備に伴う補正予算、さらに最終日には、ざ・まごころプ
レミアム付商品券の申込超過を受け、発行総数１２
万セットを１６万７０００セットにするための補正や国
の決定を受け、電力・ガス・食料品などの価格高騰に
対する支援策としての住民非課税世帯等への５万円
給付を行うための補正議案が上程されました。
令和３年度決算は、新型コロナウイルス感染症の
感染拡大への対応を迅速に取り組み、限られた財源
で必要な事業に予算措置がされ、結果的に職員各位
の献身的な取組によって着実な行政運営が行われ
た年度であったと評価する次第です。
来年４月に導入される学校給食費の公会計化につ
いては、納付方法を多様化することができ、保護者
の利便性が向上することや教員の業務負担の軽減、
徴収・管理業務の効率化、滞納の減少効果等が期
待されます。

令和４年

区分 令和３年度 令和２年度 増減額

一般会計

歳入 516億5468万円 591億6702万円 ▲75億1234万円

歳出 492億1242万円 572億4814万円 ▲80億3572万円

翌年度繰越財源 1億9938万円 1億3003万円 6935万円

実質収支額 22億4289万円 17億8886万円 4億5403万円

実質単年度収支額 21億7040万円 6億748万円 15億6292万円

国民健康保険事業
特別会計

歳入 128億311万円 120億6639万円 7億3672万円

歳出 127億734万円 119億3650万円 7億7084万円

実質収支額 9577万円 1億2988万円 ▲3411万円

介護保険事業特別会計

歳入 96億3220万円 94億4878万円 1億8342万円

歳出 94億1383万円 90億6524万円 3億4859万円

実質収支額 2億1836万円 3億8354万円 ▲1億6518万円

後期高齢者医療保険事業
特別会計

歳入 17億4865万円 17億553万円 4312万円

歳出 16億6440万円 16億2263万円 4177万円

実質収支額 8425万円 8290万円 135万円



本年10月、本市においてもふるさと納税返礼品事業が始
まります。このふるさと納税返礼品については、令和３年第
４回定例会でも様々な議論を交わさせていただきました。
当時は佐藤市長と当局の考えがかみ合っていなかったこと
や、返礼品が明らかにならなかったことなど不安を感じてい
たため、今回事業実施を前に以下の質問・提案をさせて頂
きました。

企画財政部長 事業開始に当たり、令和３年11月に発行した
座間市市政運営指針実施計画書（令和４年度から令和６年
度）で施策46の戦略経営の重点事業として、ふるさと納税返
礼品事業を計画し、本年度の当初予算で具現化し、事業の
目的や内容など共通の認識の下、現在返礼品導入に向け着
実に事務を進めています。

企画財政部長 現在国が定める指定手続を進めている段階
で決定はなされていませんが、43の事業者から申請された
105品を提出中です。地場産品基準のうち、区域内において
返礼品等の製造や加工、その他の工程のうち、主要な部分を
行うことにより相応の付加価値が生じているものが約７割を占
めています。

企画財政部長 返礼品の指定手続についてはふるさと納税
を始める上においての一つの手続でございますので、本市と
しては10月にスタートできると認識をしています。

企画財政部長 返礼品提供事業者の募集に当たっての説明
会を本年６月に開催し、市公式ユーチューブチャンネルでも
配信し、市ホームページでは関連情報を随時更新していると
ころです。今後は返礼品の開始時期や内容が決定したタイミ
ングなど、機会を捉えてお知らせをします。

企画財政部長 説明会には11の団体や法人から13人の方に
ご参加いただきました。

前回、自民党・いさまとして返礼品の協力事業者との継
続性が求められる事業性を考慮し、所管の企画政策課
と商工観光課との情報共有や連携を求める附帯をつけ
させていただきました。当局としては連携や情報共有に
ついてどのように捉え、対応していくのか？

企画財政部長 商工観光課との連携や情報共有につ
いては、商工業界への協力依頼を行うなど、連携、情
報共有に努めています。また、庁内の連携では、返礼
品提供事業者の募集に当たり、部内外からの職員応
援により５人を専任として事業者に対する説明や参加
を促す活動をしました。その結果が現在の返礼品提供
事業者数に現れていると捉えています。

現状の返礼品の状況、さらに本来の寄付の在り方を考えるべ
きであり、返礼品に頼らず使途を明確にしたガバメントクラウド
ファンディングに取り組むべきだと考えますが見解は。

企画財政部長 ガバメントクラウドファンディングは、今後様々
な事業を計画するに当たって財源を確保することにつながる手
段の一つになると捉えていますので、研究してまいります。

企画財政部長 返礼品を送付する際にファンづくりがで
きるような仕掛けにつきましては、ふるさと納税に対す
る返礼品の送付時に返礼品とその送付物を通して生
産者や返礼品、さらには本市の魅力が伝わり寄附者に
座間市に寄附してよかったと感じていただけるよう、議
員からの提案も参考にさせていただきながら事業を進
めてまいります。

ふるさと納税の受領額が関東で一番多い山梨県富士
吉田市がふるさと納税の取組の中で最も大切にされて
いることがファンづくりです。中でも、学生が協力して実
施している返礼品の御礼ポストカードやウェブレポート
についての取組は、寄附者に返礼品の裏にあるストー
リーまで伝え、魅力を届けるもので、来年もまたこの自
治体に寄附しよう、実際に訪れてみようといったファン
づくりができているということでした。返礼品集め以上に
このような仕掛けに力を注いでいただきたいと思います
が、当局の見解を伺います。



本市の現在の学校トイレの洋式化率は、令和３年度の事業
執行により60.5％となります。この数値は、市政運営指針に
掲げている令和４年度の目標値60％を上回っていますから、
本市としては着実に進めてきているのが分かります。
しかし、一方で国はトイレの洋式化、乾式化を令和時代の
学校施設のスタンダードと捉え、災害時の避難所としての機
能確保、感染症リスクの軽減、二重投資防止として学校トイ
レの洋式化をさらに加速させようと取り組まれ、令和７年度ま
でに避難所に指定されている全学校に整備することを目標と
しています。
また、県の平均は令和２年９月１日時点で70.5％、特に近
隣市である海老名市は約73％、綾瀬市約80％、大和市約87
％、こちらは令和４年３月31日現在と比べても遅れていること
が分かります。
さらに本年６月８日に、民生教育常任委員会で学校施設の
老朽化の状況を確認するため、座間小学校と西中学校に伺
い所管事務調査を行い、校長先生や教頭先生と意見交換を
させていただいた際も一番の問題にトイレを上げられていま
した。このような状況を何とか改善させてあげたいと、これま
でＰＴＡや保護者が毎年のように要望を出していることも分か
りました。
以上のことから以下の質問・提案をさせて頂きました。

小学校名 洋式化率 中学校名 洋式化率

座間小 ５３．４％ 座間中 ５４．７％

栗原小 ５９．３％ 西中 ３３．３％（現在施工中
の改修終了後６８．
８％）

相模野小 ４９．３％ 東中 ６１．４％

相武台東
小

４７．２％ 栗原中 ４９．３％

ひばりが
丘小

５２．６％ 相模中 ７９．３％

東原小 ５５．１％ 南中 ９３．６％

相模が丘
小

５５．７％

立野台小 ５４．４％

入谷小 ８１．１％

旭小 ７７．６％

中原小 ９０．９％

小学校は、低いところで相模野小
の４９．３％、高いところは中原小
の９０．９％、中学校は低いところ
で栗原中４９．３％、高いところで
南中の９３．６％と学校により差が
あることが分かりました。

＊所管事務調査の際に確認した西中学校のトイレ

教育部長
①改修に係る財政面での負担
②同一校における他の工事との実施時期の調整
③児童・生徒の学校生活や授業等への影響を少なくす
るための学校との調整
④近隣市においても夏休み等の同じ期間に同様の工事
が集中することによる業者の確保や製品の調達困難に
よる工期の確保等

教育部長 近隣他市に比べて洋式化率が低いこと、県
平均にも届いていないこと、児童・生徒や保護者からも
トイレの洋式化を継続的に要望されていることなどから
、国の整備目標を考慮しながら今後も継続してトイレ
の洋式化を進める必要があると考えています。

教育部長 小学校、中学校ともに学校によって差があります
。トイレ以外に関してもそうですけれども、学校の環境整備も
しくは授業の内容等は差があってはいけないと私どもも考え
ていますので、今後適切に対応してまいりたいと思います。

教育部長 学校のトイレ改修など使い道をより個別に
細分化して寄附金を募るほうが学校への愛着や郷土
愛に対するお気持ちをより受け入れやすいと思われま
すので、このような手法について今後教育委員会として
も研究してまいります。

企画財政部長 ガバメントクラウドファンディングは財源
確保の１つの手段と私どもも捉えていますので、議員か
らご提供いただいた情報等も参考にし研究を進めてさ
せていただきたいと思っています。

＊ガバメントクラウドファンディング・・・ふるさ
と納税とクラウドファンディングを組み合わせた手
法。返礼品ではなく自治体のプロジェクトに寄附を
する点でふるさとのためになる選択肢ができます。
行政にとっては財政面の課題を補う利点があり、鎌
倉市のスクールコラボファンドなど教育行政課題に
活用される事例も増えています。



後援会へのご加入も随時募集しております。ご要望なども気軽にご相談ください。
お電話090・6107・3467もしくはメールzama@naito-yukio.comにてご連絡ください。

プロフィール
生まれ：昭和５８年１月２２日
出身校：産業能率大学経営学部卒（地域環境論：
まちづくりゼミ）
職 歴：前々職 〉IT系ベンチャー企業コンサルテ
ィング営業管理職 / 前職 〉 (株)タウンニュース
社記者
その他：座間市消防団（第１分団第１部部長）
（一社）座間青年会議所2022年度理事
入谷小学校学校運営協議会地域コーディネーター
全国若手議員の会関東ブロック筆頭副会長
（社福）座間市社会福祉協議会監事
＜今期の議員役職＞
民生教育常任委員会委員長
ICT推進検討委員会委員長

ざま駅前広場を活用したZAC（座間駅周辺エリアマネジメントコンソーシアム）の
活動として、ひまわり夜市を初開催しました。当日は縁日やキッチンカー、射的
など老若男女楽しめる企画を用意し、多くの方々に楽しんでいただくことができ
ました。今後も座間駅周辺に賑わいと憩いをつくる活動を進めていきます

３年ぶりに開催されたひまわ
りまつりに参加してきました

青年会議所の取組で、
宝永火山火口と富士山
科学研究所に伺い、火山
災害について学ぶ機会
を頂きました

かながわ自民党市町村協議
会のメンバーとして菅義偉前
総理の基調講演に出席

関東若手議員の会の仲間と研修や情報交換を重ね、知見
を広げています。今後も学ぶ機会を大切にし、座間市政に
活かせるよう活動してまいります。

総合防災訓練では初めて、
非接触型の受付システムを
体験させていただきました。


